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本
県
の
道
前
道
後
平
野
農
業
水
利
事
業

虹
の
用
水

は
、

太
平
洋
に
注
ぐ
仁
淀
川（
高
知
県）
の

水
を
四
留
山
脈
を
越
え
て、

寡
雨
地
帯
で
あ
る
瀬
戸
内
に

導
き、

水
不
足
に
悩
む
道
前
道
後
の
人
々
に
恵
み
の
水
を

供
給
す
る
意
味
で、

外
洋
と
市内
海
を
結
ぶ
虹
の
架
け
橋
で

あ
り、

よ
く
「
東
の
夢
の
用
水」
と一一一一口
わ
れ
る
愛
知
用
水
に

の
虹
の
用
水」
と
呼
ば
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る。

対
し、松

山
平
野（
道
後
平
野）
は
、

菅
か
ら
干
申告
に
悩
み、

昭
和

九
年
・
一

四
年
の
大
干
ば・
つ
に
よ
っ
て
大
き
な
痛
手
を
受

け
た。

昭
和

五
年、

道
後
平
野
干
害
絶
滅
期
成
同
盟
会

が
結
成
さ
れ、

こ
れ
が
道
前
道
後
平
野
農
業
水
利
事
業
の

国
・

県
合
同
課
査
組
織
を
つ
く
る
素
地
と
な
っ
た。

道
前

平
野
の
馬
桑
地
域
も、

普
か
ら
穀
倉
地
帯
と
し
て
有
名
で

あ
る
が
、

や
は
り
寡
雨
地
帯
で
あ
り、

四
i
五
年
に
一

一回

は
相
当
の
干
ば
つ
に
見
舞
わ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た。

昭
和
ニ
六
年
七
月
の
定
例
県
議
会
に
お
い
て
、

沖
寄
与

市
県
議
は
「
面
河
渓
谷
の
関
門
を
封
じ
て、

石
鎚
山
麓
に
人
造
湖
を
造
り、

語、
河
川
の
水
を
重
信
川
に
落
と
し、

電
源
開
発
と
農
業
用

水
の
確
保
を
図
れ
」
と
画
期
的
な
問
題
提
起
を
し、

こ
れ
が
道
前
道
後
平
野
水
利
開
発
事
業
を
起
こ
す
引
き
金
と
な
っ
た。

県
で
は
国
へ
調
査
を
要
望
す
る
一

方、

面
河
ダ
ム
を
核
と
す
る
総
合
開
発
計
画
で
事
業
を
進
め
る
こ
と
と
な
り、

一

八
年
七
月、

め
た。

そ
の
後、
一
二
五
年
の

道
前
道
後
平
野
農
業
水
利
改
良
事
業
促
進
同
盟
会
連
合
協
議
会
が
結
成
さ
れ、

に
道
前
道
後
水
利
開
発
連
合
会
と
名
称
を
改

ま
で、

十
数
回
に
わ
た
る
波
状
陳
情
や
地
元
誘
導
な
ど
側
面
か
ら
の
支
援
体
制
の
役
割
を

果
た
し、

こ

の
大
き
な
礎
石
と
な
っ
た。

国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
は
、

法
制
上
は
農
民
か
ら

計
商
の
概
要

に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、

現
実
に
は
国

と
な
り、

と
農
民
と
の
間
に
あ
っ
て
、

終
始
県
が
事
業
推
進
の
け
ん
引
車
と
な
り、

こ
れ
に
帯
町
村
長、

農
民
代
表
が
一

体

し
か
し
そ
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
は
多
年
に
わ

・

県
議
会
議
員
な
ど
の
支
援
を
得
て
推
進
さ
れ
た
の
で
あ
る。

た
る
農
民
の
悲
顕
で
あ
り、

そ
の
願
望
を
い
ち
早
く
く
み
と
っ
て、

む
し
ろ
農
民
を
誘
導
す
る
形
で
進
め
て
い
っ
た、

当
時

お
り
で
あ
る。

者
の
優
れ
た
先
見
性
と
熱
意
と
実
行
力
に
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

事
業
推
進
の
経
過
の
概
要
を
た
ど
る
と、

次
の
と

昭
和
二
八
年
七
月

道
前
道
後
平
野
関
係
ニ
市

行
予
備
審
査
申
請」
を
知
事
に
提
出
し
た。

添
付
さ
れ

九
町
村
は
農
民
P
同
意
を
得
て、

農
林
大
臣
あ
て
の、
「
国
営
土
地
改
良
事
業
施

の
概
要
は
、
「
臨
河
ダ
ム
を
建
設
し
て、

道
前
道
後
平
野
一

二
、

自立から成長へ

三
八
・
一

か
の
受
益
耕
地
に一
二、

ニ

四
・
八
万
立
方
併
を
補
給
水
と
し
て
送
水
す
る。

関
連
事
業
は
発
電
・
上
水
道
用
水
と
す
る
」

と
な
っ
て
い
た
。

第二部

昭
和
三
四
年
二
月

告
・

縦
覧
の
手
続
き
後、

農
林
大
臣
は
専
門
家
に
よ
る
調
査
結
果
や
効
果
・

適
性
を
認
め
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二

日
付
け、

公
告
の
自
を
も
っ
て
事
業
計
画
を
確
保
し
た。

の
提
出
を
受
け、

事
業
一計
画
の
公
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事
業
を
進
め
る
上
で
難
問
の

つ
は
土
地
改
良
区
の

で
あ
っ
た
が、

現代愛媛の発展（第二の近代北〉

・

道
後
そ
れ
ぞ
れ
に
土
地
改
良
一民
を
作
り、

そ
の

道
後
土
地
改
良
区
連
合
会（
理
事
長・
白
石
春
樹）
の
設
立
が
認
可
さ
れ、

上
に
総
合
調
整
・

管
理
の
機
能
を
持
つ
連
合
組
織
を
置
く
構
想
で、

関
係
者
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
が
実
り、
一一一

一
二
河、

道
前

482 

の
推
進
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な
っ
た。

水
利
開
発
事
業
の
重
要
か
つ
国
難
な
問
題
に
は、

面
河
ダ
ム
の
建
設
に
伴
う
水
没
補
償
が
あ
っ
た。

昭
和
二
七
年

水
没
補
償
と

分

水

交

渉

六
月
以
降、

県
と
地
元
と
の
交
渉
は
頻
繁
に
行
わ
れ、
一一
三
年
四
月
に
は
岡
山
農
地
事
務
局
長
が
来
県
し、

産
接、

笠
方
地
区
住
民
と
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た。

農
林
省
か
ら
は

年
五
月
第
一

次
案、

続
い
て
六
月
第
二
次
案
と
し
て
総
額
二
億

円
余
の
補
償
額
が
提
示
さ
れ
た
が、

交
渉
は
非
常
に
難
航
が
予
想
さ
れ
た
の
で、

道
前
道
後
水
利
開
発
連
合
会
が
あ
っ
せ
ん
調
整
に

章。
一

一

一第

努
め
る
と
と
も
に、

最
終
的
に
は
久
松
知
事
に
一

任
し
て
中
央
折
禽
を
行
い、

政
治
的
解
決
を
国
る
こ
と
と
な
っ
た。

一

任
を
申
し
出
た。
一一一一一

そ
の
後、

県
幹
部
の
粘
り
強
い
努
力
で、

笠
方
地
区
の
水
没
者
総
会
は
全
員
が
村
長
に
自
紙
委
任、

村
長
は
さ
ら
に
知
事
に
自
紙

一

O
月
農
林
省
と
の
関
に
補
償
大
綱
を
取
り
決
め、

次
い
で
知
事
室
で
交
渉
妥
結
の
調
印
式
が
行
わ
れ

こ
と
と
な
っ
た。

た。

最
終
的
に
は、

個
人
補
鍍
金
二
億
八、
八
O
O
万
円、

そ
の
上
に
県
か
ら
協
力
感
謝
料
と
し
て
四、
0
0
0
万
円
が
支
払
わ
れ
る

七
年
か
ら
六
年
間、

さ
ま
ざ
ま
な
迂
余
曲
折
は
あ
っ
た
が
よ
う
や
く
交
渉
は
妥
結
し、

事
業
は
大
き
く
一

歩
前

進
し
た
の
で
あ
る。

こ

の
も
う
一
つ
の
大
き
な
問
題
は、

高
知
県
と
の
分
水
交
渉
で
あ
っ
た。

水
利
開
発
に
伴
い
、

せ
き
止

め
る
仁
淀
川
の
下
流
既
得
水
利
権
者
で
あ
る
高
知
県
の
同
意
が
当
然
必
要
で
あ
っ
て、

愛
媛
黒
か
ら
羽
藤
副
知
事
が、

一
八
年

月
に
は
久
松
知
事
が
高
知
県
知
事
を
訪
問
し、

協
力
を
要
請、

そ
の
後、
一一一
O
年
高
知

県
に
ま
た
が
る
こ
の
交
渉
は
二
七
年
五
月

県
関
係
町
村
と
土
地
改
良
産
及
び
仁
淀
川
関
係
漁
業
協
間
組
合
に
よ
っ
て、

仁
淀
川
分
水
問
題
対
策
委
員
会
が
発
足
し
た。

同
年
一

た。 O
月
に
は、

間
対
策
委
員
会
の
一

行
が
来
県、

愛
媛
県
知
事
や
関
係
者
と
懇
談
す
る
な
ど
よ
う
や
く
両
県
関
の
往
来
は
激
し
く
な
っ

へ
の
補
助
金
要
請
に
つ
い
て、

本
県
の
協
力
を
求
め
て
き
た。

さ
ら
に、

そ
の
後、
一一
二

年
四
月
高
知
県
が、

仁
淀
別
分
水
に
伴
う
影
響
調
査
と
仁
淀
川
下
流
沿
岸
農
業
水
利
改
良
事
業
計
画
の
農
林
大
臣

の
一

行
が
来
県
し
て
戒
田

副
知
事
と
懇
談
し、
両
県
が
共
存
共
栄
の
立
場
で
両
県
の
事
業
を
総
合
開
発
事
業
と
し
て、
問
時
に
進
め
て
い
く
こ
と
で
了
解
し
あ
っ

た。

次
い
で
六
月、

東
京
で
両
県
知
事
と
岡
山
農
地
事
務
局
長
の
三
者
会
談
が
行
わ
れ、

次
の
よ
う
な
基
本
事
項
を
申
し
合
わ
せ
た。

は、

こ
の
限
度
に
お
い
て
の
み、

分
水
を
承
認
す
る。

ハ円、

ダ
ム
地
点
で
の
取
水
は、

最
大
潟
水
時
毎
秒
0・
八
立
方
財
を
限
度
と
す
る。

愛
媛
は
こ
れ
以
上
の
取
水
は
し
な
い
し、

高
知

。、

愛
媛
県
側
で
の
用
水
配
分
は、

道

後
平
野
に
重
点
を
置
く。

高
知
県
側
に
対
す
る
補
償
方、
法
は

可
及
的
す
み
や
か
に
立
案
す
る。

締

に
つ
い
て
は、

さ
ら
に

調
査
を
進
め
る。

昭
和

年
六
月
二
O
自
両
県
代
表
に

自立から成長へ

よ
る
仁
淀
川
開
発
協
議
会
が
設
立
さ
れ、

八
月
中
央
へ
合
同
陳
構
を
行
っ
た。

二
年
六
月
に
は
愛
媛
県
議
会
議
長
白
石
春

第二節

樹
が
仁
淀
川
開
発
協
議
会
の
会
長
に
選、
ば

れ、

両
県
が
協
力
し
て
両
県
の
開
発
を
進
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め
る
こ
と
を
確
認
し
た 。

三一一

二
月 、

同
協
議
会
が
松
山
で
関
か
れ 、

に
対
す
る
補
償
問
題
を
全
面
的
に
進
め
て
い
く
こ

484 

現代愛媛の発展（第二の近代化〉

と
が
ω

話
し
合
わ
れ
た 。

こ
う
し
て
仁
淀
川
分
水
交
渉
は

、

い
よ
い
よ
核
心
部
分
に
触
れ
る
こ
と
と
な
り 、
一
ニ

五 、
0
0
0
万
円 、

協
力
感
謝
料
六 、
0
0
0
万
円
が
示
さ
れ
た
が 、

高
知
県
は
さ
ら
に
プ
ラ
ス
・
ア
ル
フ
ァ
を
要
求
し
た
た
め 、

ム臼

月
農
林
省
の
第
二
次
案
捕
償
金
一

億

包
み
金一
ニ
O
O
万
円
と
す
る
こ
と
で
解
決
し
た 。
高
知
県
は
七
月

石
愛
媛
県
議
会
水
利
対
策
委
員
長
と
仮
谷
高
知
県
議
会
議
長
と
が
精
力
的
に
話
し
合
い
を
進
め
た
結
果 、
六
月
二
五
日
こ
の
問
題
は

、

日
の
仁
淀
川
流
域
開
発
委
員
会
で
農
林
省
が
提
示
し
た
二
億

0
0
0
万
円
の
補
償
額
を
基
本
的
に
了
承
し 、

昭
和
三

O
月
両
県
及
び
国
と
高
知
県
と
の
覚
書
調
印仰
が
行
わ
れ
た 。

七
二
万
円
が
内
定
し 、
工
事
着
工
が
認
め
ら
れ
農
業
水
利

三
四
年
二
丹 、

土
地
改
良
法
に
よ
る
確
定
公
告
を
行
っ

た 。

愛
媛
県
に
お
い
て

第三章

年
度
菌
の
予
算
に 、

交

渉

妥

結

か
ら
完
成
へ

も
決
定
し
た
の
で 、

も

に
対
す
る
農
民
負
担
の
割
合
を
一

五
%
と
す
る
県
条
例
案 、
が
可

で 、

制
定
さ
れ
た 。

同
年
に
は

、

水
没
補
償
金
の
支
払
い
と

の
建
設
が
煩
調
に
進
み 、
一一一
五

に
は
念
願
の
高
知
県
と
の
分
水
交
渉
も
妥
結 、

す
べ
て
の
障
害
を
乗
り

越
え 、

関
係
者
は
も
と
よ

り 、

関
係
住
民
が
夢
に
ま
で
晃
た
面
河
ダ
ム
の
起
工
式
が
行
わ
れ
た
の
は
三

一

O
月

一
一
日

あ
っ

た 。

続
い
て

正
式
認
可
に
な
り 、

面

七
年
に
は

河
ダ
ム
の
工
事
と
併
せ
て 、

ッ
チ
で
進
ん
だ 。

四
O
年
四
月
四
日
面
河
ダ
ム
の
竣
工
式

が
行
わ
れ 、

次
い
で
農
林
省
は

、

四
ニ
年
九
月
一

九
日
農
林
省
道
前
道
後
平
野
農
業
水
利
事
業
竣
工

式
を
挙
行
し
た 。

間
年
は
西
日
本

帯
深
刻
な
干
天
続
き
で
あ
っ

た
が 、

道
前
道
後
平
野
は

、

黄
金

の
稲
穂
が
波
打
つ
豊
作
の
年
と
な
っ

た 。

そ
の
後 、

附
帯
事
業
と
し
て
の

、

四
四
年
度
で
完
ア 。

四

一

O
月
一

四
日
温
泉
郡
川
内
町
で
道
前
道
後
水
利
総

合
開
発
事
業
竣
工
式
が
行
わ
れ 、

久
松
県
政
最
大
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
本
事
業
は
見
事
完
成
の
日
を、
通
え
た 。

こ
こ
に
こ
の
用

の
概
要〕

水
は
水
不
足
の
根
本
的
解
決
に
大
き
く
寄
与
し 、

加
え
て
地
下
水
か
ん
養
な
ど
南
平
野
の
産
業
・

生
活
発
震
の
基
礎
を
築
い
た 。

① 

面
河
ダ
ム

堤
高
七一一
了

堤
体
積
一

九
万
立
方
M
M

有
効
貯
水
量

、
六
八
O
万
立
方
財

昭
和
三

O
月
着
工 、

四
O
年
四
月
完
成 。

② 

農
業
水
利

道
前
道
後
両
平
野

万

九
八
か
の
水
田 、

山
麓
果
樹
園
地
へ

、一
一
O
O
万
方
立
討
の
農
業
用
水
を
供

③ 

発
電

ダ
ム
よ
り
導
水
途
中
の
落
差
四
七
二
M
を
利
用
し
て
三
か
所
で
発
電 、

最
大
出
力
ニ
万

④ 

工
業
用
水

松
山
・

松
前
地
区
臨
海
工
業
地
帯
帝
人

レ
へ
E
量

。
万
六 、
0
0
0
立
方
財
の
工
業
用
水
を
供
給 。

0
0
ケ
日 。 七

億
円

自立から成長へ第二節
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省
の
調
査
も
中
断
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る。

現代愛媛の発展（第二の近代化）

南
予
用
水
事
業

〈
野
村
ダ
ム
と
配
水
計
画v

野
村
ダ
ム
は、
肱
川
水
系
の

洪
水
調
節
を
図
る
と
と
も
に、
下
流
既
得
水
利
及
び
維
持
用
水

川（
野
村
町）
に
建
設
す
る
も
の
で
あ
る。

を
確
保
し、
さ
ら
に、
農
業
用
水
及
び
都
市
用
水
を
供
給
す
る
目
的
を
も
っ
て、
肱

こ
の
ダ
ム
の
建
設
に
よ
っ
て、
既
設
の
鹿
野
川
ダ
ム
と
あ
わ
せ
て、
下
流
の
洪
水

第三章

調
節
を
行
い、
大
洲
市・
野
村
町
な
ど、
下
流
地
域
の
洪
水
被
害
を
防
止
し、
上
流

宇
和
町
地
域
に
は
河
川
改
修
で
洪
水
防
御
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た。
ま
た、
宇
和
島

市・
八
幡
浜
市
な
ど
二
市
七
町
の
み
か
ん
畑、
約
五、
六
七
O
か
の
か
ん
が
い
用
水
を

に
水
道
用
水
を
供
給
す
る。

補
給
し、
さ
ら
に
宇
和
島
市・
八
幡
浜
市
な
ど
二
市
八
町、
給
水
人
口
約一
六
万
人
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な
お、
南
予
用
水
事
業
の
総
事
業
費
は
ダ
ム
建
設・
共
同
幹
線
水
路・
農
業
専
用
施
設・
上
水
道
専
用
施
設
を
含
め
て
約
五
二
五

億
円
で
あ
る。

六
年
度
完
成
し
た
U

こ
う
し
て、
野
村
ダ
ム
は、
建
設
省
四
国
地
方
建
設
局
に
よ
っ
て
四
六
年
に
実
施
調
査
に
入
り、
翌
四
八
年
に
工
事
に
着
手、
五

て
い
る。
な
お、
関
連
事
業
と
し
て、
農
林
省
に
ま
る
南
予
地
区
国
営
土
地
改
良
事
業
と、
南
予
水
道
企
業
団
に
よ
る
水
道
事
業
が
行
わ
れ

〈
南
予
地
域
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業〉

南
予
地
域
は、
全
国
で
も
有
数
の
果
樹
生
産
地
帯
で
あ
る
が、
そ
の
樹
園
地
は
急
傾

斜
の
段
畑
で
あ
り、
か
ん
が
い
施
設
は
皆
無
に
近
く、
ほ
と
ん
ど
が
天
水
を
利
用
し
て

い
る
た
め、
常
に
干
ば
つ
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る。
し
た
が
っ
て、
樹
園
地
用
水

施
設
を
整
備
し
近
代
的
な
農
業
経
営
の
基
盤
整
備
を
図
る
こ
と
は、
地
域
住
民
の
多
年

の
願
望
で
あ
っ
た。
昭
和
四
二
年、
農
林
省
は
広
域
農
業
開
発
基
本
調
査
を
開
始、

方、
県
も
同
四
二
年
の
大
干
ば
つ
を
契
機
と
し
て、
昭
和
四
五
年
に
南
予
水
資
源
開
発

と
し
た。

計
画
を
策
定
し、
こ
の
事
業
を
県
政
の
最
重
要
施
策
と
し
て
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と

農
林
省
は、
昭
和
四
六
i
四
七
年
に
南
予
用
水
地
区
計
画
調
査、
四
八
年
度
に
全
国

実
施
設
計
を
行
い、
四
九
年
八
月
宇
和
島
市・
八
幡
浜
市・
保
内
町・
伊
方
町・
瀬
戸

町・
三
崎
町・
三
瓶
町・
明
浜
町・
吉
田
町
の
関
係
市
町
長
か
ら
国
営
土
地
改
良
事
業

施

行申
請
が
県
を
経
て、
同
月
農
林
大
臣
に
進
達
さ
れ
た。
ま
た、
事
業
の
早
急
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め、
間
関
係
市
町
長
か
ら、

は
本
格
的
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た。

こ
の
事
業
を
昭
和
五一
年
度
か
ら
特
定
土
地
改
良
工
事
特
別
会
計
に
よ
っ
て
実
施
す
る
旨
の
申
請
が
五一
年
四
月
承
認
さ
れ、
事
業

転換から成熟へ

こ
の
計
画
は、
南
予
地
域
の
海
岸
部
樹
園
地
を
受
益
地
と
し
て
恒
久
的
な
用
水
を
確
保
す
る
た
め、
特
定
多
目
的
ダ
ム
と
し
て
建

設
さ
れ
る
野
村
ダ
ム
を
水
源
と
し
て
取
水
施
設
を
設
け、
最
大
三、
五
O
二
立
方
財
／
秒（
上
水
道
用
水
を
含
む
場
合
は
三、
九
九
二
立
方

M
／
秒〉
を
取
水
し、
法
華
津
山
脈
を
約
六・
四
肢
の
導
水
ト
ン
ネ
ル
で
斜
断
し
て、
北
宇
和
郡
吉
田
町
大
河
内
地
点
に
導
き、
こ
れ
よ

第四節

り
南・
北
に
延
び
る
幹
線
水
路
に
よ
っ
て、
北
幹
線
は
西
宇
和
郡
三
崎
町
ま
で
延
長
約
六
六・一
版、
南
幹
線
は
宇
和
島
市
三
浦
ま
で
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延
長
約
二
四・
七
践
を
導
水
し、
受
益
面
積
五、
六
七
三
か
の
樹
園
地
に
か
ん
が
い
用
水
の
供
給
を
行
う
も
の
で
あ
り、
こ
れ
ら
幹
線

愛媛県史　県政



水
路
は
大
部
分、

上
水
道
用
水
と
の
共
同
事
業
と
し
て
施
行
さ
れ
る。

現代愛媛の発展（第二の近代化〕

な
お
、

国
営
事
業
に
付
帯
す
る
末
端
の
か
ん
が
い
施
設
は
、

県
営
ま
た
は
団
体
営

802 

事
業
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、

国
営
事
業
の
着
工
が
四
九
年
度
で
あ
り、

完
了

が
六
六
年
度
の
見
込
み
で
あ
る
の
で、

付
帯
事
業
は
、

五
0
年
度
か
ら
順
次
着
手
さ

れ
て
い
る
が
、

全
工
事
の
完
工
は
、

国
営
事
業
完
了
後
の
二
i
三
年
後
を
目
標
と
し

て
い
る。

第三章
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